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【政策テーマ－１】 連携を強化し、交流を促進する道づくり 

 

 
 
①現状と問題点 
■道路の整備とモータリゼーションの成熟により、日常生活の圏域が行政圏域を越えるようになり、本指標において定義される日常生活の中心都市に主たる交通が集中するようになっている。

例えば、通勤・通学交通の流動をみると、那覇市、沖縄市及び名護市に集中し、さらに量的に拡大していることがわかる。 

■自動車の保有台数は復帰時（昭和47年７月末）の約5.4 倍となっており、一世帯当たりの自動車保有台数は約1.8 台となっている。また、鉄道のない沖縄では、移動手段の約８割を自家用

自動車に依存している。 

■車両のすれ違いが可能となる道路の割合を示す改良率（車道幅員が5.5ｍ以上に改良された道路延長の全道路延長に対する比率）は約64％であり、特に市町村道で約58％と低く、日常的な

移動の安全性や快適性を損ない、県民生活に影響を与えている。 

■沖縄本島の人口約119万人のうち、安定到達人口※1は約 76万人（64％）で、安定到達不可能人口※2は約 31万人（26％）、30分圏外人口※3は約 12万人（10％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
②講じる施策や事業 
関連する施策・事業 平成 15年度の主要事業・施策 平成 15年度供用予定箇所 

幹線道路ネットワークの整備 ・ 一般国道58号恩納バイパス 
・ 一般国道58号恩納南バイパス 
・ 一般国道329号与那原バイパス 
・ 一般国道329号南風原バイパス 
・ 一般国道331号糸満道路 
・ 一般国道331号豊見城道路 

・ 一般国道331号豊見城道路 
 

【指標－１】日常生活の中心となる都市まで、30分以内で安全かつ安定的に走行できる人の割合（現況値：64％ ⇒ Ｈ15年度：67％ ⇒ Ｈ19年度：78％） 

昭和50年      平成 12年 

図 沖縄本島における通勤・通学流動の変移 
出典：国勢調査

出典：人口・世帯数：「住民基本台帳人口要覧 

（平成12年）自治省行政局」

   自動車保有台数：「業務概況 

（平成12年版）沖縄総合事務局 陸運事務所」

項目 昭和47年7月末平成12年3月末 伸び率

沖縄県 自動車保有台数（千台) 152 817 5.38

人口　(千人) 981 1,325 1.35

世帯数(千世帯) 237 461 1.95

人口１人当たりの保有率（台／人） 0.15 0.62 4.13

一世帯当たりの保有率（台／世帯） 0.64 1.77 2.77

表 沖縄県の自動車保有状況 沖　縄

全　国

図 機関別旅客輸送分担率（％）
出典：Ｈ11年度貨物地域流動調査・旅客地域流動調査

表 県内の道路改良率 

出典：沖縄県道路建設課ホームページ
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図 自動車で快適に中心となる都市まで移動できる人の割合 
※１：安定到達人口とは 

日常生活の中心となる都市まで、30分以内で安全かつ安定的に移動できる人口 

※２：安定到達不可能人口とは 

日常生活の中心となる都市まで、30分以内で到達できるが、安全かつ安定的に移動ができない人口 

※３：30分圏外人口とは 

日常生活の中心となる都市まで、30分以内で到達できない人口 


